青風荘　症例検討用　フェイスシート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：2006・7・13

	入　所　者
	氏　名　　　小向　武雄様　　　男・女　　　　昭和　9年　2月26日生（72歳）

	
	〒039－1104　　　住　所　　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　電話　27－7658

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	　S32年頃（高校生時）
	罹 患 期 間
	約32年

	
	入院回数
	　3回　　
	延べ入院年数
	　約36年6ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良Dr　）
	外来受診日
	土曜日（二週　一回）

	医療区分
	　国保　　（重度医療）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（級）

	年　　金
	有・無　　（障害基礎年金　１級、月額　　　　円）　重度医療（有）H14年・1月習得

	 入所年月日
	H13年　5月31日
	身　長
	164ｃｍ
	体重
	66.4kg

	最終学歴
	岩手県立福岡高校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　農業・魚加工

	保護者
	氏名　　　小向　伊喜雄　様　　　　　　　　　　　　（続柄）　兄　

	長期目標
訓練プログラム等を通し、周囲との交流や社会との接点を増やし、自発性の向上を図る。

	入院・治療歴
　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
１　S24年　？月（3ヶ月）　　　　　　　外来　　　　岩手医大（病名不詳）
２　S25年　？月（6ヶ月）　　　　　　　入院　　　　福岡町杉本医院（結核）

３　S30年　1月（？月）　　　　　　　　入院　　　　浄法寺町診療所（結核）

４　S32年　？月（1年間）　　　　　　　入院　　　　二戸療養所（結核）

５　S34年　４月　　　　　　　　　　　　外来　　　　岩手医大精神科

６　S34年　？月　　　　　　　　　　　　入院　　　　南光病院（岩手県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院　　　　二戸療養所精神科

７　S40年　11月　　　　　　　　　　　　入院　　　　青南病院

	生活歴　

S24年、15歳頃（中学3年高校受験頃）より、頭痛を訴え始め、岩手医大に３ヶ月程通院（病名不詳）

高校入学直前に結核になり、１年間休学する。S29年高校卒業後、上京して就職するが、結核を再発し、S30年1月に帰郷し浄法寺町診療所に入院する（期間不詳）S31年3月に再上京し就職するが、再び結核が再発し、S32年、二戸療養所へ１年間入院する。この頃より、幻聴・妄想様の症状に家族が気付き、S34年4月岩手医大精神科を受診し通院していたが、以後、南光病院と二戸療養所（精神科）へ入院する（期間不詳）S40年に八戸類家に移り住むが半年位で幻聴・妄想様訴えが出現し、S40年11月17日に青南病院入院となる。H13年5月退院し、そのまま青風荘入所。現在に至る。

	家族構成　　　　　　　　　伊喜雄様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　本人様

　　　　　　　　

　　　　　　　　





	家族状況、家族との交流状況及び協力の程度

　本人の支援の中心は長兄であり、比較的協力的である。実家が遠方という事もある為か面会は殆どないが、年に２回位の外泊をしている。




　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青風荘）

　　　　　　　　　　処遇検討症例（小向　武雄様）

平成　18年　7月　17日（月）

	氏　名
	　　小向　武雄　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　9年　2月26日（　72歳）



	問題点
	介入方法

	①　基本的な身の回りの事ができない。（洗濯等は下着だけ毎日のように洗っている。）
	・その都度声掛けして、いま何をする時間なのか、何を話しているか確認していただく。

・ミーティングでは一言、発言する事を促す。



	②　適度な買物の量や飲食ができない。（一気に大量に食べてしまう。）
	・あらかじめ、必要な量を本人と話し合い購入の支援をする。
・おやつ等は事務室で管理して、決めた時間に渡す。


	③　物事や周囲に対して無関心である。（周りの様子を気にすることがない為、質問しても返答ができない。）
	・日に何度も着替えている為、１日に１～２回位の更衣で良いことを促す。

・下着を洗う時は他の衣類も洗濯するよう説明する。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	・デイナイトケアへは拒否なく通所できています。プログラム等の参加に関しては、ただそこに居るといった状態で殆ど話しの内容を聞いていない事が多く、休憩時間帯は放歌したり、徘徊している事が目立っています。荘内では殆ど部屋にこもり放歌したり、居眠りして無為に過ごし、ホールへはおやつを要求する時か、お茶を飲む時だけ下りて来ています。自ら定期的に洗濯（一日に何度も下着を替える）は行なっていますが、洗濯機に入れるだけで、後は他人まかせにしており様子を見ることはありません。殆ど20時頃には就床され、夜間眠れないと２階廊下を上半身裸で徘徊する事が見られます。定期外来受診に関してはスタッフ付き添いで通院できています。服薬は事務室管理となっていますが、時々声かけを要しています。


次回会議予定　Ｈ18年　7月24日（月）　青山荘地域交流活動室







